
広島大学図書館館報

国立大学法人広島大学図書館の船出にあたって

平成１６年４月１日から、広島大学図書館長を

務めることになりました。平成１６年４月１日は

大学にとって記念すべき日です。国立大学法人

広島大学として、新しい広島大学が船出をした

日です。大学は、これまでとは異なる制度とし

くみで運営されます。図書館も例外ではありま

せん。新しい制度に合った図書館運営が求めら

れています。図書館の活動が図書館外の人々の

立場から見て分かりやすく、また、図書館が利

用し易くなって欲しいと思います。

一方、次のような観点も大切です。大学の運営

の方法など制度的なものは時代によって変わる

ものです。制度は変わっても、社会における

大学の役割は変わりません。学ぶ学生がいて、

教育する教師がいる、そして所定の教育内容を

キチンと身に付けたという証明書を学生に与え

て社会に送り出す、これが大学の変わらぬ姿で

す。

図書館の役割も、制度の変化によって変わる

ものではありません。 大学図書館は、“その

時代、その時代に合わせて、最先端のしかも学

術的に価値のある学術資料を収集し、保存管理

し、これを社会の人々に利用して貰う”という

機能を付託されています。この機能は、時代や

制度が変わっても求められるものです。図書館

の資料としては、学術図書、学術雑誌及びその

他の学術資料が主なものです。

充実した図書館資料を持つという基本的な役
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割を果たした上で、更に期待されていることが

あります。広島大学図書館を特徴付ける資料を

持つことです。世界中の大学図書館と比較して

も、ここ広島大学にしかない資料を持って、こ

れを世界中の人々が利用するようになるかが、

今後、問われることでしょう。幸い、広島大学

は、日本の学校教科書の収集にかけては高い評

価を受けています。また、原爆資料に代表され

る平和関連資料群が充実しています。このよう

な、価値ある資料をより一層充実させて独自性

のある広島大学図書館にする必要性を感じます。

社会に開かれた図書館運営を行うことも大き

な課題です。学内教職員と学生は当然のことと

して、他大学の関係者、ひいては地域社会を中

心とした一般社会の人々が気軽に図書館を利用

出来る運営法を考えたいと思います。そのため

には、他大学図書館、自治体の図書館及び民間

の図書館との有機的連携策を講じる必要があり

ます。これら職員間の人事交流も活発化する必

要があります。

広島大学の図書館の運営に関しては「図書館

運営戦略会議」で議論されます。ここで議論さ

れ得られた結論は、学術室でさらに議論された

上で、大学の執行部に提案することになります。

新任図書館長として、こうしたい、ああしたい

と希望ばかり書いてしまいました。この文章を

お読みなった方々も、図書館に対するいろいろ

な注文や要望をお持ちだと思います。そのよう

な意見を是非お寄せいただきたいと思います。

現在、学術室広報活動に関して、ホームページ

の充実ということを中心に検討しています。図

書館のホームページも学術室ホームページに一

元化し、これまで以上にメッセージ性のあるも

のにしたいと思っています。より良い、また一

層利用し易い図書館を作るために微力ながら全

力を尽くしたいと思っています。広島大学図書

館の活動に対して、これまで以上のご協力を御

願い致します。

国立大学の法人化と図書館運営組織の改革
諸富 秀人

（図書館学術情報基盤整備グループ 副課長）

１．はじめに

広島大学は、１９０２年創立の広島高等師範学校

をはじめ多くの前身校を統合して発足していま

す。また、新制国立広島大学初代学長森戸辰男

氏が唱えた建学の精神「自由で平和な一つの大

学」を継承し、「平和を希求する精神」をはじ

めとする理念五原則のもとに国立大学としての

使命を果たすべく、「世界トップレベルの特色

ある総合研究大学」として整備することを目指

しています。

法人化後の広島大学が、自らのミッションの

実現に向けて、知の生産と再生産システムとし

て機能し続けるためにはこれまでの管理体制を

見直し、新しい財政・予算制度の確立の上に、

全く新たな制度的・組織的な基盤を創り出すこ

とが必要との考え方に基づき全学的な運営組織

の改革が実施されました。図書館においても大

学運営組織の一員として抜本的な改革が求めら

れ、紆余曲折を経て２００４年４月を迎えました。

２．大学の運営組織改革の検討

広島大学における運営組織改革は、国家公務

員総定員法による年々歳々行われる教職員の大

幅な削減及び国立大学の独立行政法人化という

外的要因により必然的なものでした。１９９６年に、

事務機構改革検討委員会等幾つかの委員会及び

WGを立ち上げ、ゼロベースから「ありたい姿」

が検討されました。検討のポイントは、サービ

ス機能の強化、企画・立案機能の強化、スリム

化と効率化であり、さらに組織のフラット化（迅

速な意志決定）及び組織横断型のクロスファン

クショナルな組織とすることが構想されました。
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さて、国立大学の法人化とは何でしょうか。

①自立的・自主的な大学運営、②民間的発想の

経営手法、③学外者の参画による運営システム、

④非公務員型による弾力的な人事システム、⑤

第三者評価による事後チェック、などが特徴と

されています。全てにおいて結果責任、自己責

任を伴い、説明責任が問われることはいうまで

もありませんし、これに対応可能な運営組織と

する必要がありました。

広島大学の新運営組織の最大のポイントは、

新しい意志決定システムの導入及び教育・研究

支援の充実のため、従来の本部事務（事務局）

及び部局事務による事務体制を抜本的に見直し、

学長、副学長の強いリーダーシップが発揮でき

るオフィス制度の導入にあります。「知」の創

造を促す機能が十二分に発揮できるような運営

組織としてのオフィス制度を運営組織の骨格と

して構築し、さらに、全構成員によるビジョン

・情報の共有化、人的・物的・財的資源の全学

的管理（安定的・戦略的に大学運営を支える資

源配分－適正な評価に基づく適切な資源配分が

前提）、PDCA（Plan,Do,Check,Action）サイクル

機能等がこれに肉付けされました。

３．大学の理念と図書館運営組織の改革

なんのための組織改革でしょうか。国立大学

の法人化により、国立大学設置法第二章第六条

「国立大学に附属図書館を置く」による法的保

障が消滅しました。したがって、図書館の存在

は各大学の自主的判断に委ねられています。極

論すれば、大学当局の裁量次第で図書館を置か

なくてもいいということです。２００４年４月時点

の各大学の機構改革を見ると、まさに図書館受

難時代と言ってもいいような状況になっていま

す。「図書館」という名称の存続さえ危い状況

もあります。機会があれば各大学の組織機構図

を御覧ください。大学運営組織の中での図書館

の位置付けを見ることで、当該大学における図

書館に対する評価や扱いがどんなものか想像に

難くないでしょう。

このように社会も大学も大きく変わろうとし

ているときに図書館はどう変わろうとしている

のかが問われています。大学図書館は、大学の

理念を実現するための「大学の教育・研究を支

援する組織」としての役割・目的及び図書館職

の専門性の再認識・再確認が必要です。さらに、

経営的な点から図書館活動を企画・立案する機

能の改革・強化が求められています。

４．図書館事務組織の改革の歩み

� 新制大学発足から統合移転まで

広島大学図書館は、１９４９年の新制広島大学

附属図書館として発足以来、学術情報の生成

・流通の方式の変化及び技術の進展に対応す

べく、時宜にかなった改革を行ってきました。

古くは、１９６５年度の参考調査係の新設、１９６８

年度の相互利用係の新設、１９７２年度の事務部

制の導入、１９７６年度の図書館業務電算化に対

応する電子情報係の新設など係や分館の統廃

合を行いました。

最近では１９９５年度の統合移転を期とした事

務組織の一元化、１９９８年度の東広島地区での

情報管理系業務の一元化、そして今回の法人

化を契機とする抜本的改革の実施等、常に図

書館自身による自主的な改革を実施してきま

した。

� 法人化を契機とした組織改革

国立大学の法人化後、各大学は６年毎の事

業計画達成目標（中期目標・中期計画と呼ば

れる）を作成し、文部科学大臣の実質的な承

認を得なければなりません。また、承認を得

た中期計画の進捗度・達成度が第三者機関に

よって評価され、それが本学の評価となり結

果的に交付される運営費交付金へ反映される

仕組みとなっていて、大学運営の自由度との

バランスが微妙なところです。

さて、広島大学中期目標第一次案では、図

書館は「情報」を扱う機関なので、同様に「情

報」を扱う情報メディア教育研究センターと

統合するという方針が示されました。しかし、

両者の「情報」は根本的に違い、図書館資料

を中心とした学術情報コンテンツの収集・蓄

積・提供する機能を持つ図書館と ITによる情

報環境の整備、ネットワーク等インフラ整備、

情報セキュリティを管理する機能をもつ情報

メディア教育センターの機能的な重なりは小
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さく、ポリシーもコンセプトも違う両者が統

合するメリットは少ないこと、先行他大学の

事例ではかえって非効率となり成功例が少な

いこと、などが明らかとなり当面は統合しな

いことになりました。

次いで、中期目標第二次案の中で、図書館

機能に関する目標は、「情報サービス機関と

して位置づけ、サービス業務の活性化、利用

者へのサービス向上を図るとともに、社会貢

献の視点から地域への公開サービスを促進す

る。」と書かれています。さらに、「研究者

の情報入手に対する要求への個別対応及び学

生の多様な能力・適性や学習意欲に柔軟に応

えるためのサービス業務に特化した組織に再

編し、効率化を図る。」と規定されました。

これは、図書館にとって、大学当局から目標

として掲げられた錦の御旗なのです。図書館

では、示された改革の方向性を考慮しつつ抜

本的な改革を実現するために検討を重ねまし

た。

� 大学運営組織の中の図書館及び図書館長

の位置づけ

図書館が、学習支援、教育・研究支援機能

を有効に果たすためには、安定財源の確保及

び資料選択権の確保が必須です。そのために

は、図書館長が大学の審議運営機関である、

役員会、運営協議会、教育研究評議会のメン

バーである方がより図書館のミッションの実

現が容易となります。この理由により、教育

担当又は研究担当の副学長が館長を兼務する

ことを提案しました。結果的に研究・国際担

当副学長が図書館長を兼務し、同副学長・理

事が担当するオフィスである学術室のもとに

図書館運営の組織体として「図書館部」を設

置することになりました。（図１）

図１（大学運営組織の中の図書館 新・旧）
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� 運営組織改革の手法

図書館では、２００２年度に法人化対応WG

を組織し、次の事柄を検討しました。

１．附属図書館の使命（ミッション）を明

らかにすること。

図書館は、大学の教育、研究、学習の諸

活動において、教職員や学生が必要とする

資料と情報及び施設設備を効果的・効率的

に提供することを通じて、大学の理念達成

を支援するとされています。そのミッショ

ンを達成するための最も有効な組織に改編

すること。

２．図書館の資源、資金、人材を有効活用

できる組織とすること。

３．学生・研究者へのサービスを高度化す

るための組織とすること。

４．専任職員業務を明確にすること。

① 専任職員でなければならない業務と

そのスキル

・書誌や主題に関する知識（レファレ

ンス）

・情報の電子化に対応できる能力（IT

活用）

・マネジメントできる能力（人・財政）

② 専任職員中心の業務

・学術情報ナビゲーターとしての役割

・選書・収書

・コミュニケーション能力（対人、外

国語）

・企画・政策立案：統計分析・評価、

ガイダンス、講習会システム開発

・渉外・広報・委員会事務局

③ 専任職員でなくてもいい業務

・図書館資料の貸出、返却処理、書架

整理、配架等、ILL業務の一部

次いで、新組織の構築に向かって、現行業務

の洗い出しと業務量の把握を行いました。洗い

出した業務を（a）図書館業務を最小単位に分解

し、（b）関連する業務をグループ化し、（c）そ

のグループを、直接利用者と接するフロント部

門とそれを支援するバックヤード部門に二分し

ました。フロント部門及びバックヤード部門の

両機能が司書職を主体にした専門集団の有機的

な連携により良質なサービスを提供できます。

さらに、（d）細分した業務を固定的業務と流動

的業務に分類し、固定的業務を除きヒューマン

リソースを流動的に活用できる体制とします。

つまり係員の遊軍化です。（e）係員が当該グル

ープ内または、グループを超えて、主担当と副

担当を持つ副担当制を導入します。これにより、

季節的・時間的業務量の変化に応じて効率的に

業務を執行できますが、係長（リーダー）の役

割が大変大きくそのリーダーシップが問われる

ことになります。部門制、グループ制とは、い

わば属人的な組織を作らないということに他な

りません。

一方で、図書館は変わったとか、新しくなっ

たというイメージを内外に提示することも重要

です。そのためには、新時代に即したグループ

名、係名等組織のネーミングも重要な要素で、

「コンテンツ形成主担当」等、内外の図書館組

織の名称を参考にしつつ、これからの図書館が

目指す方向性を示すものとしました。

（図２）

５．グループ制の導入について

今回の組織改革でもっとも重要なポイントは

グループ制の導入にあります。最少の経費でよ

り満足度の高い利用者サービスを提供するため

には、利用者ニーズの変化に柔軟かつ迅速に対

応できる組織づくりが不可欠です。従来の縦割

組織による事務処理の弊害を解消し、あるいは

時期的な業務の繁閑などを踏まえ、職員の能力

を集約可能な組織として運営するため、係を廃

止しタスク（業務）のまとまりごとに柔軟に運

営できるグループを設置する「グループ制」を

導入することになりました。グループ制を導入

することにより次の効果が期待できます。

① 縦割り、細分化された係制からの脱却を

図り総合的な観点からの業務を行うことが

できます。

係の枠を越えて業務を行うため、職員が

幅広い知識を得られます。

② 多様な利用者ニーズに柔軟に対応し、利

用者サービスを向上させることができます。

係の事務分掌が細分化され固定化されて
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図２（図書館運営組織 新・旧）

いると、新規業務や突発的に発生した業務

に対応困難ですが、組織を柔軟にしておく

ことで対応可能となります。

③ 組織のフラット化を図り、意思決定を迅

速化し、責任体制を明確化することができ

ます。

担当からグループリーダーという意思決

定の流れを基本とします。

④ 限られた人員の有効活用を図ることがで

きます。

業務量、優先度、業務の変化に応じてグ

ループの要員の数・人選を柔軟且つ適正に

活用することができます。また、副担当制

の導入により複数の業務を兼務することで、

効率的な業務の推進が可能となります。

⑤ 職員の意識改革を促すことができます。

職員一人ひとりが担当業務の実質的な責

任者であるとの自覚を持ち、また、自立的

・創造的な業務遂行への意識転換を促すこ

とにより、職員のやる気、能力を引き出す

ことができます。結果的には、各人の能力

の伸長により、少数精鋭を実現できます。

各グループには、グループを統括するグ

ループリーダー、タスク毎に業務を遂行す

るグループ員及びタスクの責任者である担

当主査を置きます。グループ制は、職員が

一体となり業務を遂行することが基本です

から、構成員間の情報不足による利用者サ

ービスの低下を招くことにもなりかねませ

ん。グループ制の弊害をなくすため、職員

個々が改革の趣旨を十分に理解し職務にあ

たる必要があり、グループの進行管理の徹

底、グループ内の連携の確保、年度途中で

のグループ構成員の配置換えや応援体制、

業務配分の見直しなど弾力的な組織運営に

努めることが必要です。グループ制の導入
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は、従来の行政運営の慣行を大きく変える

ものであり、急激な移行による混乱を来さ

ないよう徐々に定着させていくことが肝要

です。

６．おわりに

図書館の組織改革は、中期目標に掲げられた

「研究者の情報入手に対する要求への個別対応

及び学生の多様な能力・適性や学習意欲に柔軟

に応えるためのサービス業務に特化した組織」

を目指したものです。その第一のポイントは、

参考調査担当の増員、利用サービス企画担当の

新設等フロント部門の大幅な強化です。レファ

レンス機能の強化、これまでの待機型サービス

からオンデマンド型サービスへの転換、コース

リザーブ制の導入等学習支援機能の強化、学術

情報リテラシー教育の強化・実施へ向けての組

織体制を整備しました。第二のポイントは、バ

ックヤード部門におけるフロント部門支援機能

の強化です。「図書館運営戦略会議」、「図書

館資料選定会議」を設置し、本学における学術

情報基盤整備のポリシーを明確にしたうえで、

特色あるコレクションの形成、安定的な学術情

報資料提供の体制を整備しました。

最近、図書館界にも、SERVQUAL理論に基づ

く顧客満足度調査を導入しようとする動きも見

られます。利用者が図書館に何を期待している

のか、学生の期待するもの、研究者が期待する

もののそれぞれをマーケッティング・リサーチ

手法により的確に把握し、図書館サービスに反

映していくべきであるという考え方があります。

これらを Check＆Actionの手法として検討する必

要があります。

法人化や少子化等大学を取り巻く環境には厳

しいモノがあります。ましてや図書館はさらに

厳しい状況です。資料が電子化されれば図書館

はいらないと広言する者さえ少なくありません。

利用されない、利用できない、役に立たない図

書館は不要だという意見も多くあります。

図書館職員（司書職）は、唯我独尊的傾向が

あり、また、説明や PRが不得手であることも利

用者からの理解・支持を得にくい要因の一つに

なっています。

図書館がサービス業であることを座右とし、

利用者の声や要望に対する迅速且つ的確なサー

ビスへのフィードバックによってこそ初めて支

持・支援を得ることができます。今回、抜本的

な組織改革を実施しました。この組織改革に意

識改革が伴ってこそ図書館の改革が実を結ぶの

だと思います。
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デジタル郷土図書館
（広島大学デジタルミュージアム）

尾崎 文代
（学術情報サービスグループ 参考調査主担当）

文部科学省が国立大学の地域貢献への取り組

みを推進強化するために平成１４年度より開始し

た地域貢献特別事業として、広島大学では現在、

地域の教育、健康、産業、平和、安全、連携等

に関わる６事業を実施しています。

この６事業のうち、地域の教育を担う「高度

生涯学習支援システム・コミュニティパートナ

ーシップ構築事業」の一環として、図書館では、

郷土広島に関連する古典籍や貴重書の画像コン

テンツ、郷土図書の検索などの機能をもつ「デ

ジタル郷土図書館」を構築しています。

その中からいくつかのコンテンツをご案内いたします。

１．中国五県土地・租税資料文庫 広島県（検地帳ほか）

広島国税局旧蔵の慶長から明治中期に至る間の中国五県の土地及び租税制度に関する資料コレクショ

ン（６，６６２冊）です。中央図書館所蔵。中でも出雲国と備後国の検地帳は近世史料が豊富です。ここでは

広島県関係１，２５９冊（１４１，２３２コマ）を画像化しました。

地租改正に関する調査・統計記録に貴重なものが多く見られます。

備後国沼隈郡西村御検地水帳（池田靱負）元禄１３ １番帳 １５４枚

http : //www.lib.hiroshima-u.ac.jp/dc/kyodo/

所在地の字（あざ）

地位と地目。中畑は「中」
ランクの「畑」。

縦横間数。一間は約１８０�

作人・名請人の名前。ここ
に記された人物が、この土
地から税（年貢など）を納
める義務を負うことになる。

面積。単位は町・反（段）・
畝・歩。一反（段）は３００歩
（坪）で、約９９１．７平方メー
トル。太閤検地以前は３６０歩。
一畝は一反の１０分の１。
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２．郷土関係図書検索

広島県立図書館（２００１年度まで）および広島大学図書館所蔵の、郷土広島に関連する図書７万件のデ

ータを検索することができます。

か け すみ や ぶん こ まつのおちばしゅう

３．加計隅屋文庫 松落葉集
か け すみ や ぶん こ

加計隅屋文庫 安芸国山県郡加計

村の加計（佐々木）家旧蔵。加計

家の主たる事業であった鉄山関係

文書と地方関係文書及び典籍約

１２，５００点。加計正弘氏寄託。

松落葉集は、加計家第十五代の祖、

佐々木八右エ門正封（杉葉軒臥麟

と号す）が、その晩年の明和年間

（１７６４－１７７２）に自ら編集して出

版し、同好の士に頒ったものであ

り、その内容は、加計町を中心と

する太田川上流地方の名勝旧跡を

詠じた諸家の詩歌俳諧等にその主

題となった場所の画を配し、自序

の外に甲立（現在の安芸高田市甲

田町内）香林坊（現在の高林坊）住職宗朗と広島の狂歌師芥川貞佐の序文、蕉門十哲の一人の弟子で広

島多賀奄一世となった風律の跋文を添えたものです。版本を含め四種類の稿本を所蔵しています。（図

は第三稿本）

デジタル郷土図書館では、描かれた風景の現在の様子を実際に撮影したものを、詩歌の解説とともに

掲載しています。

クリックすると拡大します

三稿本

月が瀬
かねとも

兼儔

いさぎよき影をうつして月が
瀬の浪にも秋の色や見すらむ

まさよし

昌好
よるうをの数さへ見へてたぐ
ひなきこの月が瀬の月のさや
けき

月が瀬（加計町太田川・丁川の合流点）

描かれた風景周辺を撮影したもの
（平成１５年）

前� �次
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たかむらやまちくりん じ えん ぎ

４．篁山竹林寺縁起

広島県賀茂郡河内町入野の篁山竹林寺の寺宝であり、広島県の重要文化財にも指定されている「篁山

竹林寺縁起絵巻」上下二巻、絵巻の絵相をほぼそのままに活かして、絵巻から掛け軸の形に移し替えた

ものである「篁山竹林寺縁起掛絵」三軸（以上篁山竹林寺蔵）および、広島大学蔵の絵巻写本である「篁

山竹林寺縁起」（文字のみ） の３点の画像と、森下要治広島文教女子大学助教授による翻刻・解説を

掲載しています。

この縁起は、平安時代の文人小野篁ゆかりの篁山

竹林寺の成り立ちと篁の生涯を描いたものです。時

の嵯峨天皇に仕え、参議さらに文学博士に任じられ

た小野篁は、昼はこの世で人々のために働き夜は冥

途に至って冥官として罪の軽重を裁いたといわれ、

８５２年（仁寿２年）五十一才の時、京都愛宕寺前で大

地を蹴破り地底に入り、百年後再びこの世に生まれ

僧となって郷里の山寺（竹林寺）で冥途の十王尊像

の内九体を刻み、残り一体は自ら生身の仏となりま

した。この時から寺号も「篁山竹林寺」と改められ

たということです。
上：篁山竹林寺縁起絵巻（竹林寺蔵）より十王図
下：竹林寺境内の十王堂

篁山竹林寺縁起掛絵（竹林寺蔵）より 地獄図
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いつくしまえん ぎ

５．厳島縁起

広島大学蔵「いつく嶋」（写本）巻子一軸の残欠本。

厳島神社の神々の本地（人間としての神の前世説話）を題材としており、『厳島の本地』とも称する

縁起です。天竺・西城国の王女・足引宮と、彼女と関わりを持った人々が、天竺での苦難・転変を乗り

越えて日本に到来、やがて厳島で神として垂迹する、という物語です。本文の画像および森下要治広島

文教女子大学助教授による翻刻・解説を掲載しています。

このほかのコンテンツとして、

中央図書館に所蔵している教科書の中から、江戸時代の寺子屋で使用された「往来物」から昭和２５年

までのものを約５，６００冊画像化した、

教科書コレクション http : //cross.lib.hiroshima－u.ac.jp/

および、広島大学初代学長・元文部大臣森戸辰男氏に関連する書籍目録と文書類を画像化した、

森戸辰男関係史料 http : //www.lib.hiroshima－u.ac.jp/dc/morito/

を掲載しています。

今後の計画

デジタル郷土図書館では現在、広島大学に所蔵する奈良絵本・室町時代物語の画像と

翻刻・解題を掲載する作業を進めています。

また、郷土関係図書検索の拡大と、郷土広島に関連する他の古典籍の画像化にも着手し、

広島大学を通して、郷土の貴重な資料に触れ、親しむことのできるウェブサイトを構築していこうと考

えています。

「いつく嶋」
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新たな利用者サービスの紹介
岡田 英治

（利用者サービスグループ 中央図書館フロア主担当）

図書館は平成１５年２月に図書館外部評価を行いましたが、これに先立って平成１４年１０月に附属図書館

利用者アンケートを学生・教官を中心に実施しました。図書館では、利用者アンケート結果とこれまで

に図書館に寄せられた利用者の方からのご意見、ご提案をあわせて協議し、これまでに実現しているも

のの中から３点を新たなサービスとして紹介します。

１．朝８時３０分から開館（授業期：月～金）

大学の昼間授業時間の開始は午前９時ですが、「授業開始前に図書を借りたい」「授業開始前から自

習できる場所が欲しい」との意見が利用者アンケートの中で多く寄せられたため、図書館職員で開館準

備の見直しを行い、平成１５年４月から東千田分室を除く図書館の開館時刻を１５分繰り上げました（午前

９時→午前８時４５分）。さらに平成１６年４月からは東千田分室を含む全図書館で午前８時３０分から開館

しています（授業期：月～金曜日）。なお、貸出・返却その他のサービスは午前８時４５分から開始しま

す（同）。

２．借りた図書館以外での返却が可能に（一部の図書のみ）

広島大学の図書館は３つのキャンパスで合わせて５つありますが、キャンパスは分散しており、また

東広島キャンパス内の３図書館とも決して近い距離にあるとは言えません。「借りた図書館以外で返却

したい」との要望は以前からありました。これを実現するには毎日各図書館間で図書を搬送する手段が

必要ですが、これまでは予算の都合で図書館独自の搬送方法が東広島キャンパス内の週２回しか確立し

ておらず、利用者の方には、利用者の方が貸出館へ直接出向いて返却するよう、お願いしてきました。

平成１５年１１月より、図書館は広島大学生協との間で、整理済み図書などを搬送する図書館間搬送（以

下「搬送便」）の契約を新たに結びました。搬送便の回数は、東広島キャンパス内は週５回（月～金）、

さらに東広島キャンパスと広島地区（霞、東千田）との間で週２回（火・木）となっています。

これに伴い、「借りた図書館以外で返却する」ことが一部の図書について可能となりました。しかし、

搬送できる図書は大きさなどの物理的制約があります。さらに現行の図書貸出システムが搬送便と連動

していないため、取り扱いできる資料ならびに返却処理に制限があります。

【貸出館以外でも取り扱う資料】次の①②を満たす図書です。

①表紙に「広島大学図書」のバーコードが貼られている図書

（学部図書室・研究室等で所蔵の図書は除きます）

②一般貸出の図書（図書自動貸出機で貸出した図書も含みます）

【貸出館以外では取り扱わない資料】従来どおり直接、貸出館へ出向いて返却してください。

・表紙に「広島大学図書」のバーコードが貼られていない図書（書庫内図書など）

・一般貸出とは別に、付属資料（CD－ROMなどの付録）の貸出手続きをした図書、および付録

・大型図書（概ね高さ３０�、幅２０�を超えるもの）
・破損のおそれがある図書（和装本など）

・相互貸借図書（他キャンパス、または他大学等から借りた図書）

・一時持ち出しの雑誌
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【その他】

▽返却処理が行われる日は、搬送便で貸出館に図書が届いた日です。それまでは「広島大学蔵書目

録検索（OPAC）」や利用状況照会では「貸出中」と表示されます。

▽返却期限日直前あるいは当日に返却されますと、貸出館で返却処理されるまでは新たな貸出が受

けられないことがあります。

すぐに別の図書を借りたい場合は、ご面倒ですが直接貸出館へ出向いてカウンターで今借りてい

る図書を返却されることをお勧めします。

３．一般利用者の方への館内サービス拡大

これまで、広島大学に所属しない方に対しては、紹介状がない方の入館を制限し、図書の貸出も図書

館長が許可した方以外へは行っていませんでした。しかし、近年の全国的な生涯学習の高まりや大学の

地域開放の流れを受けて、本学図書館が所蔵する貴重な資料を学内外問わず広く有効に活用していただ

くために、まず平成１５年４月から入館の手続きを簡素化しました。さらに同１１月からは、日本国内に現

住所があり学習・研究意欲がある方（中学生以下を除きます）には、図書の館外貸出サービスを受ける

ことができる図書館利用証を発行しています。詳細については、各図書館サービスカウンターでおたず

ねください。図書館ホームページでも掲載しています。

なお、７月および１～２月の試験期間中においては、図書館内が非常に混雑するので、学内の方の利

用を優先します。ご了承ください。

今後も、より利用しやすく、親しみの持てる図書館をめざして、学内外の方を問わずサービスを拡大

していくとともに、カウンターの職員共々、皆様のご利用を心よりお待ちしております。

貸出サービス登録者数（新規）
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講習会・ガイダンス・オリエンテーション
平成１５年度実績及び平成１６年度予定

江森 早穂
（学術情報サービスグループ 参考調査主担当）

平成１５年度実績

○定期プログラム（実施場所：中央図書館）

○オンデマンド講習会

写真は２００３．１１．１２高谷ゼミ講習会風景

○留学生向け講習会

日 程 対 象 参加人数

２００３．１０．２７／１１．１２／１２．３ OPACを使いこなそう（入門編） １

２００３．１０．３１／１１．９
２００４．１．７／１．１５

資料の集め方（入門編） ４

２００３．１０．２９／１１．４／１２．１０
２００４．１．１６

図書館見学ツアー ２

日 程 対 象 場 所 参加人数

２００３．９．３０ 短期プログラム留学生向図書館利用案内 中央館 ４６

２００３．１０．１６
／１０．３０

全学後期留学生向図書館利用案内 中央館 ２９

日 時 教 官（学部） 対 象 人 数 場 所

２００３．１１．１０ 安仁屋ゼミ（総） 卒論 ２ 総科 A３０５

２００３．１１．１２ 高谷ゼミ（総） 院生 １０ 中央館大グループ室

２００３．１２．１１ 山田ゼミ（教） 卒論・院生 １０ 中央館大グループ室
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○その他の講習会

平成１６年度実施・実施予定

○定期プログラム

７月下旬より実施

○オンデマンド講習会

希望があり次第、実施予定

○留学生向け講習会

・前期留学生向け「図書館利用案内」………………４月１５日、５月１３日両日に実施し、３５名の参加

・後期留学生向け「図書館利用案内」……………………………………１０月中旬から下旬に実施予定

・短期プログラム留学生向け「図書館利用案内」…………………………………１０月上旬に実施予定

○その他の講習会

・平成１６年度医学分館ガイダンス …………………………４月５日～２７日に８回実施し、２４２名参加

・平成１６年度新入生オリエンテーション行事…………………４月６～７日に実施し、約２５００名参加

・平成１６年度教養ゼミ「図書館利用案内」………４月１６日～５月１４日に中央図書館にて２４回実施、

約１６００名参加。５月１１日～６月３０日に東千田分室

にて５回実施

・平成１６年度医学分館文献検索講習会…………………４月２１日～５月２１日に７回実施し、６８名参加

・EBSCOhost, SciFinder, Web of Knowledgeの利用説明会を９月～１１月、２月頃に各々年１回を目処

に実施予定

日 程 対 象 場 所 参加人数

２００３．４．５－７
平成１５年度新入生オリエンテーション行事
（図書館ガイダンス）

総合科学部 ２，５１９

２００３．４．８－２２ 平成１５年度医学分館ガイダンス 医学分館 ２３５

２００３．４．９－５．１３ 平成１５年度教養ゼミ「図書館利用案内」（新入生）
中央館（２９回）
東千田（６回）

１，５８３
１２８

２００３．５．２９／６．２５
／１１．２７

医学分館 DB講習会（Pub Med） 医学分館 ３７

２００３．５．２２／６．１８
／７．３／１１．１９

医学分館 DB講習会（医中誌WEB） 医学分館 ４６

２００４．１．２７ 医学分館 DB講習会（CINAHL） 医学分館 ３３

２００３．７．１０－１１ EBSCOhost Database 利用説明会
中央館
医学分館
東千田

２８
８
７

２００３．１２．４－５ EBSCOhost／TOC Premier，ERIC 利用説明会
中央館
医学分館

２４
１７

２００４．２．１７ Web of Knowledge 利用説明会
中央館
医学分館

３３
７
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図書館システムの更新について
萱野 靖子

（学術情報基盤整備グループ メタデータ形成主担当）

図書館では、平成１５年３月２６日から図書館システムを「LOOKS２１」から「CALIS」に更新しました。

前号 vol．２８でもお知らせしたとおり、広島大学蔵書目録検索（OPAC）が、多言語を表現できるように、

Unicode（UTF‐８）での文字列表示になっています。

これにより、「 」のようなハングルも表示できるようになりました。

また、検索結果一覧画面で、Nacsis Webcatが検索できるようになりました。

「同じ条件で Nacsis Webcatを検索」ボタンをクリックすると、左側に表示されている検索条件で

Nacsis Webcatを検索します。

その他に、システムの更新により追加・変更のあったサービスについては、次のとおりです。
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●WEBサービス（学内限定）を利用する際のユーザー認証が、広大 IDでできるようになりました。

全学電子認証システムに登録されている方であれば、図書館に別途登録しなくてもWEBサービスを利

用できます。

［全学電子認証システムを使用しているサービス］

利用状況照会、OPACからの図書予約申込、WEBからの文献複写・図書借用申込

携帯電話からの利用状況照会、携帯電話版蔵書検索からの図書予約申込

●携帯電話版の HPを公開。（URL : http : //www.lib.hiroshima-u.ac.jp/m/）

・お知らせ：Newsの簡易版

・開館情報：当日の開館時間と３ヶ月間の開館予定を表示

・利用状況照会：貸出中の資料のタイトルと返却期日、

予約中の資料のタイトルと現在状況、

依頼中の文献複写・図書借用の現在状況

を調べることができます。

・蔵書検索：資料のタイトル、著者名等で検索可能です。

また、貸出中の図書の予約ができます。

（利用状況照会と蔵書検索からの図書の予約は、SSL通信によ

るため、携帯電話の機種によってはご利用いただけない場合

があります。）
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●新着図書情報メール配信（URL : http : //www.lib.hiroshima-u.ac.jp/alert/）

毎週火曜日に配信している、新着図書情報の検索条件を利用者自身で登録・変更できるようになりま

した。図書館に配置している１週間分の新着図書情報をメールでお知らせします。学内外を問わず、ど

なたにもご利用いただけます。
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平成１５年度図書館主要行事等報告（２００３年３月～２００４年４月）

行事等

１５．５．３１ 広島大学サタケメモリアルホール落成記念式

１５．１０．３ 医学部・歯学部附属病院統合記念式典・祝賀会

１５．１０．４ 公開プレシンポジウム「大学・編纂・文書館」

１５．１２．５ 中国四国地区地域貢献シンポジウム

１６．４．１ 法人発足式

館内会議等

情報メディア及び １５．４．１１、１５．４．２４、１５．５．９、１５．５．１５、１５．５．２２、１５．７．４
図書館機能に関する
長期ビジョン検討WG会議

図書館運営委員会 １５．５．２３、１５．７．１４

事務連絡会議 １５．４．２３、１５．６．６、１５．７．１８、１５．９．９、１５．１０．１０、１５．１２．１０、１６．２．２、

１６．３．１、１６．３．２５

収書事務委員会 １５．５．１６、１５．６．２０、１５．７．１８、１５．９．１９、１５．１０．１７、１５．１１．２１、１６．１．１６

広報委員会 １５．６．１８、１５．１２．１８、１６．１．１６

医学分館運営委員会 １５．６．２４

外国雑誌等専門委員会 １５．１０．２３

会議等（学外）

１５．５．１５－１６ 日本医学図書館協会総会（大阪国際交流センター）

１５．５．２３ 日本薬学図書館協議会近畿・中国・四国地区協議会総会・

研究会（大阪薬大）

１５．５．２６ 広島県大学図書館協議会研修企画委員会

広島県大学図書館協議会幹事館連絡会議

１５．５．２８ 国立大学附属図書館事務部課長会議（東京医科歯科大）

１５．６．２５－２６ 国立大学図書館協議会総会（さいたま市）

１５．９．４ 広島県大学図書館協議会第１回研修会（広島修道大）

１５．９．１０－１２ 平成１５年度目録システム地域講習会（図書コース）（広島大）

１５．１０．９ 国立大学図書館協議会中国四国地区協議会実務者連絡会議（徳島大）

１５．１０．１７ 広島県大学図書館協議会第２回研修会（尾道大）

１５．１０．２３－２４ 中国四国地区大学図書館研究集会（松山大）

１６．１．２２ 国立大学附属図書館事務部長会議（富山大）

１６．２．６ 第２回教科書目録検討会議（NII）

１６．４．２２ 第５２回中国四国地区大学図書館協議会等総会（愛媛大学）

１６．４．２３ 第３１回国立大学図書館協会中国四国地区総会（愛媛大学）
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来館者・見学者（来訪順）

鹿屋体育大学、立命館大学総合情報センター、田村一橋大学事務部長、高知大学、信州大学、熊本

大学、筑波大学、東北大学、東京外国語大学、静岡大学、琉球大学、大阪府立大学総合情報センタ

ー、名古屋大学、文部科学省磯田官房総括会計官、愛媛県立今治西高校 PTA、韓国総領事、島根県

立益田高校 PTA、三原西「歩こう会」、福山市立駅家南中学校、フルブライト・メモリアルアメリ

カ人教育者、東京大学生産研、温州師範学院、長岡科学技術大学、名古屋大学、東京大学、和歌山

大学、国際こども図書館、防衛大学、九州大学、大阪大学、南カリフォルニア大学、九州大学、茨

城大学、金沢大学、衆議院議事部

広島大学図書館統計

１ 入館者数 人

２ 貸出冊数 冊

３ 参考調査 件

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館 ３７１，２９３ ３９４，１９１ ３８４，９５０ ３８７，８４６ ３７８，２６１ ２９８，５８２ ２９８，８１０

東図書館 １０９，８１７ １１４，２５９ １０１，６３５ ９６，５３５ ９１，９１３ ８４，７１４ ８６，２３２

西図書館 ２２４，１１７ ２２８，５９７ ２７３，３１２ ２８１，８８８ ２９７，７３３ ３２９，６２７ ４２３，７６７

医学分館 １５１，８３７ １４９，２５５ １５６，７１７ １５３，９６６ １４９，３３０ １４５，０１９ １２１，２３１

東千田分室 １０，２２８ ３３，６９９ ３２，９７４ ４１，７６７ ４８，５７５ ４８，５１０ ７８，７６３

計 ８６７，２９２ ９２０，００１ ９４９，５８８ ９６２，００２ ９６５，８１２ ９０６，４５２ １，００８，８０３

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館 ８９，９１６ ７９，８８４ ９２，２３３ ９３，６３２ ９３，９５２ ９５，０３４ ９７，２６３

東図書館 ３４，２４３ ３１，６９８ ３２，９８１ ３１，１０２ ２８，７４４ ２８，０２２ ２６，７９８

西図書館 ４７，８８０ ６１，５４５ ４２，３１４ ３８，２２４ ３７，３２２ ３６，７５７ ３８，３８２

医学分館 ４０，９０５ ３１，４１０ ２０，７５８ １９，５４２ １８，６６８ ２０，１５５ ２０，９５５

東千田分室 ３，９６３ ３，８７８ ３，１０２ ５，５８２ ９，２２５ ６，２０６ ６，６１４

計 ２１６，９０７ ２０８，４１５ １９１，３８８ １８８，０８２ １８７，９１１ １８６，１７４ １９０，０１２

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館 ９，３９０ ７，７５８ ６，７６９ ６，７７５ ６，７９０ ８，５５５ ９，５５２

東図書館 ５，４９７ ７，２４７ ５，１８０ ３，３２８ ２，８１６ ２，８２７ ２，８６０

西図書館 ５，５０２ ５，９１１ ５，２３４ ５，０２４ ４，７０６ ３，１３５ ３，１６６

医学分館 ５，１７５ ４，６５８ ４，８９０ ４，８３２ ４，９２８ ５，０２７ ４，８５４

東千田分室 ４ ２６７ ５２６ ６６２ ８０４ １，０１２ １，４１７

計 ２５，５６８ ２５，８４１ ２２，５９９ ２０，６２１ ２０，０４４ ２０，５５６ ２１，８４９
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４ 文献複写（相互利用（受付・依頼）） 件

５ 相互貸借（貸出・借受） 件

６ 蔵書数（図書） 冊

７ 蔵書数（雑誌） 種

８ 蔵書数（電子ジャーナル） 種

９ 電子ジャーナル利用統計（対象は国立大学図書館コンソーシアムの主要出版社のみ）

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館（受付） ５，５５４ ６，４７４ ６，５８５ ６，６５１ ５，７７６ ５，２９０ ７，４６５

（依頼） ６，４９５ ６，７３５ ８，２７０ ８，５６６ ６，７２７ ５，７５２ ６，００６

東図書館 （受付） ２，２８０ ３，７８４ ４，２０７ ４，４８０ ４，４７１ ２，６０２ ２，２０８

（依頼） ４，１２５ ４，３３１ ３，７０６ ３，３７０ ２，６８８ １，９０３ １，８１４

西図書館 （受付） ２，３２１ ２，９７７ ３，４５７ ３，６２９ ３，５１５ ３，１７６ ２，６６９

（依頼） ２，８３７ ３，２２６ ２，４３１ ２，１３５ ２，４７４ １，８５８ １，２３４

医学分館 （受付） ５，６５１ ７，７２７ ７，５８２ ７，０５５ ７，３４１ ６，７５４ ６，２５２

（依頼） ７，２３８ ８，２９６ ７，９８５ ７，５９３ ５，６１８ ５，７４８ ４，２５４

東千田分室（受付） ３８ ４ ２４ １ ７１ １４０ １４６

（依頼） １２ ５ １２６ １８７ ２２１ ３３３ ６４０

計 （受付） １５，８４４ ２０，９６６ ２１，８５５ ２１，８１６ ２１，１７４ １７，９６２ １８，７４０

（依頼） ２０，７０７ ２２，５９３ ２２，５１８ ２１，８５１ １７，７２８ １５，５９４ １３，９４８

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館（貸出） ７６０ ６６０ ７８０ １，７８８ １，８００ ６４９ ９２２

（借受） １，３２２ １，３１９ １，２３４ １，３７９ １，５９２ １，３４８ １，３０８

東図書館 （貸出） ８４ １２４ １２２ １８８ １９０ ６７ ６３

（借受） ２２ ９０ ８３ ７３ ５５ ５１ ６２

西図書館 （貸出） ２２２ ３８３ ５０４ ３８８ ３４１ ３５２ ４２３

（借受） ２９０ ４０５ ４１１ ２５０ ２０３ ２１９ １７８

医学分館 （貸出） ４２ ５６ ３６ ７２ ７３ ７６ １２０

（借受） ２１２ １７９ ２０２ ２６４ １９６ ２１８ １９０

東千田分室（貸出） １２４ １２ １２１ ３５ １６０ １５１ １７２

（借受） １１６ １４ ２５０ ４６ ３４４ ３５４ ４５９

計 （貸出） １，２３２ １，２３５ １，５６３ ２，４７１ ２，５６４ １，２９５ １，７００

（借受） １，９６２ ２，００７ ２，１８０ ２，０１２ ２，３９０ ２，１９０ ２，１９７

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館 １，８２３，８８１ １，８５８，４６６ １，８９１，９８４ １，９２９，１７０ １，９４４，９８３ １，９８１，１７７ ２，０１５，８３５

東図書館 ３０９，１１０ ３１１，５０６ ３１６，４１６ ３２１，６７７ ３２６，１６５ ３３０，２８０ ３３３，４７３

西図書館 ５０６，７６４ ５１６，４９３ ５２５，３９９ ５３３，８１５ ５４２，１９７ ５４９，５０４ ５５８，９９３

医学分館 １９３，２５４ １９４，０３３ １９７，４３７ ２０２，０９１ ２０７，２０８ ２１２，５０１ ２０６，９０５

東千田分室 １５，１９３ １５，３１１ １５，９６０ １６，７０８ １７，４５６ １７，０８０ １８，６２０

計 ２，８４８，２０２ ２，８９５，８０９ ２，９４７，１９６ ３，００３，４６１ ３，０３８，００９ ３，０９０，５４２ ３，１３３，８２６

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

中央図書館 ２８，５１６ ２７，９８９ ２８，０９８ ３０，０９３ ３０，３０３ ３０，１６３ ３２，２０６

東図書館 ８，７０１ ８，７４４ ８，７６２ ９，１２１ ９，１８７ ９，３５５ ９，８９８

西図書館 ４，２９１ ４，２０７ ４，２３５ ３，８８１ ３，９３０ ４，０１９ ４，２５０

医学分館 ８，３０７ ８，３６６ ８，４３９ ８，４７３ ８，５６８ ７，９４０ ８，２８７

東千田分室 １０９ １０９ １０９ ２３９ ２５１ ３１８ ３７７

計 ４９，９２４ ４９，４１５ ４９，６４３ ５１，８０７ ５２，２３９ ５１，７９５ ５５，０１８

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

計 ６９ ２０１ ６２７ １，３８１ ２，９５５ ３，５２１ ７，６６２

平成９年度 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

タイトル数（種） ３，２４０ ４，１１６

FullTextダウンロード件数 ２０９，８７７ ３７４，５６９
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● トピックス ●

★広島県郷土資料の画像データベースを公開

（０３．４．２８）

「松落葉集（加計隅屋文庫）」、「篁山竹林寺縁

起」、「厳島縁起」をそれぞれ公開した。

★中央図書館書庫の入室手続きの変更

（０３．６．２３）

２００３年６月２３日から、中央図書館書庫の入室

手続きが変更され、書庫入口のカードリーダー

に利用証を読み取らせて入室できるようになっ

た。

★中央図書館書庫（地下２階）に OPAC用のパ

ソコンを設置 （０３．７．２）

以前より利用者からの希望の多かった、中央

図書館書庫（地下２階）に OPAC検索用パソコ

ンを２台設置した。

★「検地帳」（高度生涯学習支援：デジタル郷

土図書館（画像 DB））を公開 （０３．７．２）

★「広島大学学位論文 論題データベース」が

利用可能に （０３．８．６）

★Webリクエストを開始 （０３．１１．４）

文献複写・図書借用申し込みのWebサービス

を開始

★生涯学習支援［デジタル郷土図書館］「郷土

関係図書検索」利用可能に （０３．１１．１２）

★一般利用者への館内サービスを拡大（０３．１１．２５）

利用証発行により一般利用者が貸出等のサー

ビスを受けることが可能になった。

★図書館ユーザ懇談会を開催

（０３．１１．２７，０４．２．１０）

２００３年１１月２７日、第１回、２００４年２月１０日、

第２回図書館ユーザ懇談会が開催された。ユー

ザ９名（教員３名、大学院生２名、学部学生３

名、留学生１名）が、茶話会形式で、図書館に

関して自由に発言し、図書館職員と意見交換を

行った。

★JOIS講習会開催 （０４．３．３）

図書館職員向け JOIS講習会を中央図書館大グ

ループ室にて開催、各館より９名が参加した。

★８：３０開館開始 （０４．４．１）

２００４年４月１日より午前８：３０開館を実施。

★レファレンス専用カウンターを設置（０４．５．１７）

以前は相互利用と同じカウンターで、レファ

レンスも受け付けていたが、旧情報検索コーナ

ーにレファレンス専用カウンターを設置し、レ

ファレンスサービスの強化につとめることとな

った。

★「原爆・被ばく関連資料データベース」を公開

（０４．６．２）
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